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調　　査

キャッシュレス・ポイント還元制度の
県内利用状況

　2019年10月の消費税率引上げに合わせ、2020年６月まで、中小小売店などでキャッシュレス決
済により買い物した場合にポイントを還元する「キャッシュレス・ポイント還元制度」が実施され
ている。11月現在、キャッシュレス・ポイント還元制度への本県の登録加盟店数は全国では低位
にあるが、当研究所が実施したアンケートによると、回答者全体の約７割が本制度を利用してい
る、または今後利用する予定があると回答した。キャッシュレス決済サービスの種類はクレジット
カードが中心で、主に、スーパーマーケットやコンビニエンスストアで利用されており、キャッシ
ュレス決済は日常生活の決済手段として定着しつつあると言える。今後、キャッシュレス決済がよ
り定着するためには、消費者・事業者双方が一層利用しやすい仕組みづくりが求められる。

１　キャッシュレス・ポイント還元制度
（１）制度の概要
　キャッシュレス・ポイント還元制度は、消費

税率引上げにともない、需要平準化対策として、

キャッシュレス対応による生産性向上や消費者

の利便性向上の観点も含め、2019年10月から

2020年６月末までの９か月間に限り、中小・小

規模事業者によるポイント還元を支援するもの

である。クレジットカードや電子マネー、スマ

ホアプリなどを利用した登録加盟店でのキャッ

シュレス決済が対象で、国が還元原資を補助す

る（図表１）。還元率は、中小規模の店舗が５％、

フランチャイズチェーン店などは２％となって

おり、主な還元のタイミングは「後日のポイン

ト還元」もしくは「決済時の値引き」の２種類

である。

（２）県内の制度登録加盟状況
　本制度への登録加盟店数は、11月11日現

在、全国では約73万店で、都道府県別では、

東京都が約12万店と最も多く、以下、概ね人

口規模に応じた順位となった(図表２）。本県は

全国42位の4,740店で、東北では最も少ない。

　一方、人口10万人当たりの加盟店数は、石川

県（891店）が最も多い。次いで、東京都、京都

府など、インバウンド需要が旺盛な地域が並ぶ。

東北地方では、宮城県(542店)と山形県（506

店）が多いものの、６県とも全国平均(572店)

を下回った。本県は474店で、全国順位は37

位となった。

図表１　消費者還元の仕組み

資料：経済産業省「中小・小規模店舗向け説明資料」より抜粋

あきた経済12月号_h.pdf   22 2019/12/06   16:51:20



図表３　県内市町村別登録加盟店数
（単位：店）

登録加盟店 人口１千人当たり 登録加盟店 人口１千人当たり 登録加盟店 人口１千人当たり

秋 田 市 1,838 (３) 　5.94 大 仙 市 340 4.16 五 城 目 町 27 2.90

能 代 市 309 (４) 　5.80 北 秋 田 市 136 4.22 八 郎 潟 町 22 3.73

横 手 市 421 4.66 に か ほ 市 90 3.64 井 川 町 14 2.94

大 館 市 358 4.93 仙 北 市 198 (１) 　7.49 大 潟 村 19 (２) 　5.97

男 鹿 市 81 2.93 小 坂 町 28 (５) 　5.48 美 郷 町 38 1.93

湯 沢 市 239 5.27 上小阿仁村 6 2.60 羽 後 町 29 1.94

鹿 角 市 136 4.38 藤 里 町 4 1.22 東 成 瀬 村 4 1.56

由利本荘市 266 3.44 三 種 町 47 2.82

潟 上 市 73 2.21 八 峰 町 17 2.36 秋 田 県 4,740 4.74

（注）(　)内は人口１千人当たり店舗数の順位

図表２　都道府県別キャッシュレス・ポイント還元制度の登録加盟店数（人口10万人当たり）

資料：（一社）キャッシュレス推進協議会「都道府県別登録加盟店数（2019年11月11日現在）」、
　　　総務省「住民基本台帳人口年報（2019年1月1日時点人口）」より当研究所作成(以下、図表３も同じ）

（店／ 10万人）
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（参考）登録加盟店数

1
2
3
4
5

東 京 都
大 阪 府
愛 知 県
神奈川県
北 海 道
全 国

119,073
59,455
40,778
38,603
35,826
729,351

順位 都道府県 実数
（単位：店）

15
23
35
36
40
42

宮 城 県
福 島 県
岩 手 県
青 森 県
山 形 県
秋 田 県
東 北 計

12,479
8,769
5,877
5,853
5,548
4,740
43,266

順位 都道府県 実数 人口10万人当たりの登録加盟店数
全　国：572店
東北計：489店
秋田県：474店
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　また、県内の市町村別加盟店数は、全国と同様、

人口に比例する傾向があり、秋田市（1,838店）

が最多で、次いで、横手市（421店）、大館市

（358店）となった(図表３)。ただし、人口

１千人当たりの加盟店数は、県内有数の観光地

である仙北市（7.49店）が最も多く、以下、大潟

村（5.97店）、秋田市（5.94店）の順となった。

　なお、県内加盟店の業種別割合は、「小売業」

（55.0％）が最も高く、次いで、理容・美容な

どの生活関連サービスやレジャーを含む「その

他サービス業」(21.2％)が続いた（図表４）。

資料：経済産業省、（一社）キャッシュレス推進協議会公表資料より当研究所作成
（注）移動販売等…タクシー、屋台など

図表４　県内業種別加盟店
移動販売等
1.9％（88店）

小売業
55.0％

（2,608店）

飲食業
15.2％
（722店）

その他
サービス業
21.2％

（1,007店）

通信販売
6.6％（315店）
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２　ポイント還元制度の県内利用状況
　当研究所は、キャッシュレス・ポイント還元

制度の県内消費者の利用状況を把握するため、

本年10月にアンケート調査を実施し、669名

の方から回答をいただいた。

（１）ポイント還元制度の利用
　「利用している、または今後利用する予定」

と回答した割合は全体の68.8％で、「利用して

いない、今後も利用しない予定」（31.2％）の

２倍以上となった（図表５）。

　年代別利用割合は29歳以下（81.6％）と30代

（80.6％）で高く、70歳以上（26.3％）が最

も低い。

（２）具体的な利用方法
　「ポイント還元制度を利用している、または

今後利用する予定」と回答した460名を対象に、

キャッシュレス決済サービスの種類と制度を利

用する実店舗の種類を尋ねた。

　a　キャッシュレス決済サービスの種類
　「クレジットカード」（87.8％）の割合が突出

して高くなった(図表６)。次いで、「電子マネー・

プリペイドカード」（56.7％）、「ＱＲ・バーコー

ド」（30.9％）となった。

　年代別では、「クレジットカード」は、すべて

の年代で最も高く、29歳以下（93.0％）と40代

（92.1％）では９割を超えた。「電子マネー・プ

リペイドカード」は40～60代で６割以上となっ

た。一方、「ＱＲ・バーコード」は30代以下で

高い。

　また、29歳以下では、「クレジットカード」、

「ＱＲ・バーコード」（50.7％）、「交通系ＩＣカー

ド」（42.3％）、「デビットカード」（36.6％）

の利用割合が全年代で最高となった反面、「電子

マネー・プリペイドカード」（45.1％）は最低と

なった。なお、70歳以上では、「ＱＲ・バーコー

ド」の利用はみられなかった。

　ｂ　制度を利用する実店舗の種類
　ポイント還元制度を利用する実店舗は、「スー

パーマーケット」（78.0％）の割合が最も高く、

「コンビニエンスストア」（64.3％）と「ドラッ

グストア」（54.3％）も５割を超えた（図表７）。

　年代別利用割合は、29歳以下の年代で「コン

ビニエンスストア」（83.1％）が、30代以上では

「スーパーマーケット」が最も高くなった。「ド

図表６　利用するキャッシュレス決済サービス（複数回答）
（単位：％）
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全　体 87.8 56.7 30.9 20.9 19.8

29歳以下 93.0 45.1 50.7 42.3 36.6

30代 89.9 55.7 44.3 21.5 17.7

40代 92.1 60.3 28.5 12.6 16.6

50代 84.0 60.4 19.8 16.0 18.9

60代 73.0 62.2 18.9 27.0 8.1

70歳以上 73.3 46.7 0.0 20.0 13.3
（注）　ポイント還元制度を「利用している・する予定」と回答

した460名が対象

図表５　ポイント還元制度の利用
（単位：％）

利用している
・する予定

利用していない
・しない予定

全　体 68.8 31.2

29歳以下 81.6 18.4

30代 80.6 19.4

40代 77.4 22.6

50代 69.7 30.3

60代 46.8 53.2

70歳以上 26.3 73.7

＜調査要領＞
回 答 数　：　669名（回答率46.3％）
調査方法　：　秋田銀行の本支店を通じて依頼し、

店頭または郵便により回収

調査時期　：　2019年10月
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ラッグストア」は40代以下で、「ホームセンター」

は50代以上で割合が高い。また、「コンビニ

エンスストア」と「飲食店（ファストフード、

カフェも含む）」は、年代が上がるにつれて割合

は低下した。

（３）ポイント還元制度を利用しない理由
　「キャッシュレス決済によるポイント還元制

度を利用していない、今後も利用しない予定」

と回答した209名を対象に、その理由を尋ねた。

　「制度を利用するためにキャッシュレス決済

を始めようと思わない」（41.7％）が最も高く、

次いで、「ポイント還元制度に関心がない」が

35.8％となった（図表８）。「その他」では、「制

度の仕組みや利用方法がよくわからない」が多

く、2020年６月までの時限措置ということもあ

り、利用を見送る層も見受けられる。

３　まとめ
　本アンケート調査では、回答者全体の約７割

が、キャッシュレス・ポイント還元制度を「利

用している、または今後利用する」と回答した。

スーパーマーケットやコンビニエンスストアで

利用している回答者が多いことからも、キャッ

シュレス決済は日常生活での決済手段として定

着しつつあると言える。

　また、キャッシュレス・ポイント還元制度へ

の本県の登録加盟店数は、現在のところ全国で

は低位に位置しているが、本制度の開始以来、

増加基調にあり、今後さらなる広がりを見せる

ことが予想される。

　一方、本制度は期間限定の措置で、事業者の

コスト負担や決済サービスの乱立といった課題

もあり、制度終了後の利用動向は不透明な部分

もある。キャッシュレス決済が一層定着するた

めには、消費者・事業者双方が利用しやすい仕

組みづくりが求められる。

 （相沢　陽子）

（注）本稿では、便宜上、国が行う「還元事業」も

消費者側が利用する「還元制度」に統一表記した。

図表７　キャッシュレス決済を利用する実店舗（４項目複数回答）
（単位：％）
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全　体 78.0 64.3 54.3 24.3 23.0 17.6 12.6 8.9 8.7 2.2 0.7 1.7

29歳以下 64.8 83.1 59.2 16.9 32.4 26.8 2.8 5.6 11.3 2.8 0.0 1.4

30代 86.1 68.4 64.6 27.8 27.8 17.7 6.3 11.4 8.9 0.0 1.3 0.0

40代 81.5 65.6 58.3 25.2 23.2 17.2 10.6 4.6 5.3 2.6 0.0 3.3

50代 73.6 64.2 46.2 28.3 17.9 8.5 19.8 12.3 8.5 1.9 1.9 1.9

60代 83.8 37.8 48.6 18.9 13.5 16.2 27.0 13.5 13.5 2.7 0.0 0.0

70歳以上 86.7 13.3 13.3 13.3 13.3 40.0 26.7 13.3 20.0 0.0 0.0 0.0
（注）　ポイント還元制度を「利用している・する予定」と回答した460名が対象

図表８　ポイント還元制度を利用しない理由
（単位：％）
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その他
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（注）　ポイント還元制度を「利用していない・しない予定」と回答した209名が対象
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